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Ⅰ

こ
れ
ま
で
の
文
学
（
史
）
研
究
に
お
い
て
、
昭
和
一
八
年
の
大
東
亜
会
議
や
大
東

亜
共
同
宣
言
が
話
題
と
さ
れ
る
の
は
、
森
本
薫
「
女
の
一
生
」
と
太
宰
治
「
惜
別
」

に
関
わ
る
場
合
に
、
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、《
森
本
薫
の
五
幕
の
戯
曲

「
女
の
一
生
」
と
、
太
宰
治
の
青
年
時
代
の
魯
迅
を
主
人
公
に
し
た
小
説
「
惜
別
」
は
、

い
ず
れ
も
大
東
亜
共
同
宣
言
の
文
学
作
品
化
の
要
請
に
答
え
る
実
作
と
し
て
企
図
さ

れ
た（
１
）》

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
右
の
二
作
品
解
釈
に
際
し

て
、
執
筆
背
景
の
一
コ
マ
と
し
て

0

0

0

0

0

0

大
東
亜
共
同
宣
言
に
論
及
す
る
程
度
に
と
ど
ま
る

も
の
で
あ
る（
２
）。

し
か
し
、
同
時
代
の
文
学
者
た
ち
は
、
日
本
文
学
報
国
会
を
介
し
て
大
東
亜
会
議
・

大
東
亜
共
同
宣
言
に
関
わ
っ
て
い
た
、
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
以
上
に
は
意
識
し
て

い
た
と
考
え
た
方
が
、
当
時
の
実
情
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、
近
年
の

辞
典
記
述
か
ら
、
大
東
亜
会
議
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。

	

英
米
の
本
格
的
反
攻
に
備
え
て
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
戦
争
協
力
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
一
九
四
三
年
十
一
月
五
日
か
ら
六
日マ

かマ

け
て
東
京
の
帝
国
議
会

議
事
堂
で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
代
表
に
よ
る
会
議
。
日
本
か
ら
東
条
英
機

首
相
、
中
華
民
国
か
ら
汪
兆
銘
行
政
院
長
、
満
洲
国
か
ら
張
景
恵
国
務
総
理
、

タ
イ
国
か
ら
ワ
ン
ワ
イ
タ
ヤ
ー
コ
ン
殿
下
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
か
ら
ラ
ウ
レ

ル
大
統
領
、
ビ
ル
マ
国
か
ら
バ
モ
オ
首
相
が
出
席
し
、
自
由
イ
ン
ド
仮
政
府
首

班
ス
バ
ス
＝
チ
ャ
ン
ド
ラ
＝
ボ
ー
ス
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
陪
席
し
た
。
会

議
で
は
、「
大
東
亜
共
同
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
宣
言
に
は
、
戦
争
完
遂
を
う

た
っ
た
前
文
に
、
道
義
に
も
と
づ
く
共
存
共
栄
な
ど
の
大
東
亜
建
設
に
関
す
る

本
文
が
列
記
さ
れ
た
。
宣
言
の
文
言
作
成
の
背
後
に
は
、
戦
争
遂
行
上
の
要
求

や
日
本
の
指
導
権
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
大
東
亜
省
・
陸
軍
と
、
圏
内
諸
国
の

独
立
尊
重
と
平
等
互
恵
を
掲
げ
、
戦
争
目
的
を
連
合
国
の
目
的
と
相
対
さ
せ
て
、

国
際
秩
序
建
設
の
主
導
権
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
重
光
葵
外
相
と
の
間
で
攻
防

と
妥
協
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
宣
言
は
、
諸
民
族
の
戦
争
協
力
に
も
、
連
合
国

へ
の
外
交
攻
勢
に
も
効
果
を
挙
げ
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
本
文
に

示
さ
れ
た
内
容
は
、
各
地
の
実
情
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（
３
）。

そ
の
歴
史
的
な
評
価
に
つ
い
て
は
、
引
用
末
尾
の
二
文
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。

今
日
か
ら
み
れ
ば
滑
稽
に
す
ら
映
じ
る
と
し
て
も
、
同
時
代
に
お
い
て
大
東
亜
会
議

は
大
東
亜
戦
争
遂
行
の
た
め
の
加
速
装
置
と
し
て
、
現
実
世
界
／
言
説
双
方
に
お
い

て
、
大
き
な
存
在
感
・
影
響
力
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

こ
こ
で
大
東
亜
会
議
に
関
す
る
先
行
研
究
を
参
照
し
て
み
れ
ば
、《
大
東
亜
共
栄
圏

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
の
ア
ジ
ア
主
義
の
側
面
が
国
策
と
し
て
ピ
ー
ク
を
な
す
の
が
、

昭
和
十
八
年
の
大
東
亜
政
略
》
だ
と
指
摘
す
る
政
治
学
者
の
安
田
利
枝
は
、
前
後
の

状
況
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

こ
の
年
日
本
は
、
汪
兆
銘
の
南
京
国
民
政
府
に
租
界
を
返
還
し
、
治
外
法
権
を

撤
廃
し
て
不
平
等
条
約
を
改
訂
し
、
ま
た
ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
相
次
い
で

大
東
亜
会
議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
と
文
学
（
者
）

松

本

和

也
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独
立
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
大
東
亜
政
略
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
十
一

月
、
東
京
に
大
東
亜
共
栄
圏
内
独
立
国
の
指
導
者
を
集
め
て
大
東
亜
会
議
を
開

催
し
、
大
東
亜
共
同
宣
言
を
発
出
し
た（
４
）。

さ
ら
に
安
田
は
、《
大
東
亜
会
議
開
催
と
大
東
亜
共
同
宣
言
と
は
、
重
光
外
相
の
戦

後
に
日
本
が
生
き
残
り
発
展
す
る
基
礎
工
事
と
し
て
の
大
東
亜
同
盟
構
想
と
、
東
条

首
相
の
大
東
亜
戦
争
完
遂
の
た
め
の
大
東
亜
政
略
と
が
か
ら
み
あ
っ
て
日
程
に
の
ぼ
っ

て
き
た
も
の（
５
）》
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
政
治
学
者
の
波
多
野
澄
雄
は
、《
大
東
亜
宣
言
は
少
な
く
と
も
三
つ
の

要
求
を
満
た
す
必
要
が
あ
っ
た
》
と
し
て
、《
当
面
の
戦
争
遂
行
に
資
す
る
と
い
う
要

求
》、《
ア
ジ
ア
諸
国
家
の
結
束
を
促
す
た
め
の
共
同
綱
領
と
し
て
の
要
求
》、《「
外
交

攻
勢
」
と
し
て
国
際
秩
序
に
関
す
る
普
遍
的
理
念
を
盛
り
込
む
と
い
う
要
求
》
を
あ

げ
、《
最
終
的
な
宣
言
は
、
三
つ
の
要
求
を
辛
う
じ
て
満
た
し
、
前
文
を
含
め
た
全
体

と
し
て
、
三
つ
の
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
説
明
可
能
な
も
の
》、《
つ
ま
り
、
玉
虫
色

の
も
の
と
な
っ
た（
６
）》

と
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
だ
け
で
も
、
大
東
亜
会
議
・

大
東
亜
共
同
宣
言
双
方
と
も
、
遂
行
中
の
大
東
亜
戦
争
下
に
お
い
て
、
国
内
外
の
政

治
・
外
交
上
の
多
様
な
思
惑
が
入
り
組
ん
だ
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
、（
多
様
な
立
場

に
と
っ
て
）
当
初
企
図
さ
れ
た
性
格
や
効
果
へ
と
結
実
し
得
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
／
そ
れ
ゆ
え
、
大
東
亜
会
議
も
大
東
亜
共
同
宣
言
も
現
実
化
さ
れ
、

現
実
世
界
／
言
説
双
方
に
お
い
て
、
大
き
な
存
在
感
・
影
響
力
を
も
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
大
東
亜
会
議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
は
《
玉
虫
色
》
の
性
格
を
帯

び
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
事
後
的
に
周
囲
か
ら
言
表
行
為
を
通
じ
て
意
味
づ
け
、
領
有

し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
対
象

0

0

と
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
東
亜
会
議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
は
、
当
時
も
今
も
、
政
治
・

外
交
上
の
論
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
会
議
の
企

画
や
参
加
者
を
考
え
て
も
、
大
東
亜
共
同
宣
言
の
成
立
過
程
を
考
え
て
も
、
そ
こ
に

直
接
的
に
文
学
者
が
関
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
文
学
（
者
）

が
大
東
亜
会
議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
に
無
縁
だ
っ
た
と
は
、
お
よ
そ
い
え
な
い
。
と

い
う
の
も
、
大
東
亜
戦
争
下
に
お
い
て
文
学
者
は
、
そ
の
社
会
的
存
在
意
義
を
問
わ

れ
る
状
況
が
つ
づ
い
て
お
り（
７
）、

そ
う
し
た
中
、
大
東
亜
会
議
や
大
東
亜
共
同
宣
言
に

関
わ
る
こ
と

0

0

0

0

0

は
、
文
学
者
に
と
っ
て
、
大
東
亜
戦
争
へ
の
貢
献
を
ひ
ろ
く
社
会
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
格
好
の
機
会
で
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
東
亜
会
議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
を
め
ぐ
る
言
説
の
調
査
・

分
析
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
と
文
学
（
者
）
と
の
切
り
結
び
を
、
同
時
代
の
文
学
（
者
）

の
立
場
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

Ⅱ

本
節
で
は
、
大
東
亜
会
議
を
め
ぐ
る
新
聞
報
道
を
検
討
対
象
と
し
て
、
個
々
の
言

表
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
修
辞
や
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
文
学
（
者
）
の
関
わ
り
方
を

検
証
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
大
東
亜
会
議
開
催
前
の
記
事
と
し
て
、
無
署
名
「
社
説　

大
東
亜
会
議

に
寄
す
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
５
）
を
、
次
に
引
く
。

	

大
東
亜
戦
争
二
周
年
を
近
く
迎
へ
る
に
当
り
、
戦
局
ま
す
〳
〵
苛
烈
な
り
と

雖
も
、
大
戦
の
さ
な
か
に
米
英
の
桎
梏
を
排
し
て
起
つ
た
東
亜
の
新
生
五
独
立

国
代
表
が
帝
国
代
表
と
一
堂
に
相
会
し
て
、
大
東
亜
会
議
を
開
催
す
る
に
至
り

た
る
事
実
は
、
大
東
亜
諸
民
族
解
放
戦
の
凱
歌
既
に
揚
り
た
る
の
感
が
あ
り
、

吾
人
の
慶
祝
措
か
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
大
東
亜
会
議
の
開
催
時
期
が
、
大
東
亜
戦
争
開
戦
か
ら
二
周
年
に
重

な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
米
英
に
対
抗
し
て
《
東
亜
の
新
生
五
独
立

国
代
表
》
と
《
帝
国
代
表
》
が
集
う
と
い
う
、
大
東
亜
戦
争
と
同
様
の
図
式
が
明
示

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
一
節
に
す
ら
、
各
国
間
の
序
列
関
係
は
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
帝
国
日
本
は
次
の
よ
う
な
《
使
命
》
を
担
う
こ
と
に
も
な
る
。

	

大
東
亜
政
治
組
織
が
既
に
準
備
さ
れ
た
今
日
、
こ
の
大
東
亜
諸
国
家
、
諸
民
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族
の
全
力
量
を
結
集
す
る
こ
と
に
今
次
会
議
の
使
命
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
更
に
ア
ジ
ア
民
族
の
政
治
的
、
経
済
的
並
に
精
神
的
大
同
団
結
が

敵
米
英
の
戦
争
目
的
を
し
て
完
全
に
大
義
名
分
を
失
は
し
め
つ
ゝ
あ
る
事
実
を

銘
記
し
、
今
次
会
議
を
も
つ
て
対
米
英
戦
遂
行
途
上
に
お
け
る
一
大
里
標
た
ら

し
め
ん
こ
と
を
、
こ
こ
に
吾
人
は
深
く
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。（
２
面
）

右
の
引
用
に
即
す
な
ら
ば
、
大
東
亜
会
議
は
そ
の
内
実
よ
り
も
、
開
催
自
体
が
《
一

大
里
標
》
と
な
り
得
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、《
東
亜
の
新
生
五
独
立
国
代
表
》
を
招

き
、
さ
ら
に
ボ
ー
ス
（
印
度
）
の
参
加
が
決
定
し
た
時
点
で
、《
大
東
亜
諸
民
族
解
放

戦
の
凱
歌
既
に
揚
り
た
る
》
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

そ
う
し
た
使
命
を
担
う
帝
国
日
本
の
来
歴
・
位
置
は
、
次
に
引
く
無
署
名
「
社
説　

大
東
亜
会
議
の
開
催
」（『
読
売
報
知
』
昭
18
・
11
・
５
）
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

大
東
亜
戦
争
は
、
す
な
は
ち
わ
が
八
紘
為
宇
の
精
神
と
明
治
維
新
の
大
業
完
成

の
た
め
に
、
悪
鬼
米
英
勢
力
を
覆
滅
す
べ
く
敢
然
鉾
を
と
つ
て
蹶
起
し
た
の
で

あ
る
。〔
略
〕
か
く
て
一
世
紀
東
亜
を
蔽
う
た
妖
雲
は
一
掃
さ
れ
、
わ
れ
ら
の
郷

土
の
粛
正
は
成
つ
た
。
こ
の
浄
域
ア
ジ
ア
を
恒
久
な
ら
し
む
べ
き
も
の
、
た
ゞ

一
つ
十
億
民
衆
鉄
の
団
結
で
あ
り
、
自
発
的
協
力
を
も
つ
て
す
る
聖
戦
完
遂
で

あ
り
、
道
義
共
栄
圏
の
建
設
で
あ
る
。
い
ま
や
こ
れ
等
の
諸
項
を
事
実
の
上
に

顕
揚
す
べ
き
大
東
亜
会
議
は
開
か
れ
る
。（
２
面
）

こ
こ
で
は
、
帝
国
日
本
の
立
場
か
ら
、
大
東
亜
戦
争
開
戦
に
至
っ
た
理
由
、《
悪

鬼
》
た
る
米
英
か
ら
勝
ち
と
っ
た
戦
果
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
＝
《
ア
ジ
ア
建
業
》、

そ
れ
ら
を
総
合
し
て
の
《
道
義
共
栄
圏
の
建
設
》
が
謳
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
《
顕
揚
》

＝
承
認
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
東
亜
会
議
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
修

辞
と
し
て
は
、
米
英
を
《
敵
》
と
し
て
対
置
し
、《
東
亜
》
の
《
正
義
》
が
掲
げ
ら

れ
、《
十
億
民
衆
鉄
の
団
結
》
が
、
し
か
も
《
自
発
的
協
力
》
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ

つ
つ
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
盟
主
は
《
皇
軍
》
を
擁
す
る
帝
国
日
本
だ
と
す
る
、
支
配

的
な
言
説
が
反
復
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
《
団
結
》
の
親
密
性
を
強
調
す
れ
ば
、
無
署
名
「
社
説　

東
亜
の
家
族
会
議
」

（『
毎
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
５
）
に
お
い
て
《
わ
れ
等
は
東
亜
の
家
族
会
議
の
前
途

を
祝
福
す
る
と
共
に
、
そ
の
第
一
次
会
議
が
十
分
の
成
績
を
挙
げ
ん
こ
と
を
切
望
す
》

（
１
面
）
と
言
表
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
東
亜
会
議
に
参
加
す
る
諸
国
・
諸
民
族
、
ア
ジ

ア
一
〇
億
の
共
同
体
を
《
家
族
》
に
喩
え
る
修
辞
が
用
い
ら
れ
て
い
く
。

大
東
亜
会
議
が
一
一
月
五
日
に
開
幕
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ

て
い
く（
８
）。
次
に
引
く
「
大
東
亜
会
議
赫
々
の
成
果　

世
界
史
に
比
類
な
し
」（『
朝
日

新
聞
』
昭
18
・
11
・
６
）
で
は
、
大
東
亜
会
議
を
世
界
史
的
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
意
味

づ
け
て
い
く
修
辞
が
、
意
図
的
に
用
い
ら
れ
て
い
く
。

五
日
の
大
東
亜
会
議
は
大
東
亜
戦
争
が
凄
愴
な
る
攻
防
決
戦
を
海
に
陸
に
空
に

展
開
し
つ
ゝ
あ
る
さ
な
か
に
東
亜
六
ケ
国
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
て
東
亜
建

設
、
戦
争
完
遂
の
方
略
に
関
し
心
底
よ
り
所
信
を
吐
露
し
十
億
結
集
の
決
意
を

新
に
し
た
点
に
お
い
て
世
界
史
を
繙
く
も
そ
の
前
例
は
な
く
、
文
字
通
り
歴
史

的
な
政
治
会
同
で
あ
る
が
、
東
亜
の
興
亡
を
担
つ
て
起
つ
た
各
国
代
表
の
所
見

が
期
せ
ず
し
て
そ
の
格
調
高
き
世
界
観
、
政
治
倫
理
観
に
基
き
幾
多
の
共
通
点

を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る

し
か
も
、
同
記
事
で
は
《
十
億
結
集
》
の
内
実
と
し
て
、《
各
国
代
表
の
所
見
》
に

《
幾
多
の
共
通
点
》が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
が
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
報
じ
ら
れ
て
い
く
。

一
、
各
国
代
表
が
一
堂
に
会
し
て
こ
の
有
意
義
な
る
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
つ
た
の
は
真
に
喜
ば
し
い
、
こ
の
機
会
に
日
本
の
戦
争
遂
行
、
共
栄
圏
建
設

の
努
力
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
同
じ
く
爾
余
の
東
亜
各
国
の
誠
意
あ
ふ

る
る
努
力
を
讃
へ

一
、
米
英
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
野
望
を
打
破
し
得
て
は
じ
め
て
東
亜
は
本
然
の
姿

に
還
る
の
で
あ
つ
て
東
亜
の
保
衛
を
断
固
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
、
戦
争
完
遂
の
決
意
を
新
に
し
、
共
同
戦
争
の
先
登
に
立
つ
日
本
に
対
し
あ

ら
ゆ
る
点
か
ら
積
極
的
寄
与
を
な
す
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一
、
各
国
家
は
鋭
意
産
業
、
経
済
の
進
展
に
つ
と
め
そ
の
前
途
は
洋
々
た
る
も

の
が
あ
る

一
、
東
洋
精
神
の
神
髄
を
発
揮
し
て
米
英
に
毒
せ
ら
れ
ざ
る
ア
ジ
ア
特
有
の
文

化
の
発
揚
を
図
る
（
２
面
）

こ
う
し
て
、《
日
本
／
東
亜
各
国
》
と
い
う
分
節
を
挟
み
つ
つ
も
、
参
加
各
国
は
理

念
と
利
害
を
共
有
す
る
共
同
体
と
し
て
、《
東
亜
》
を
《
本
然
の
姿
》
に
還
す
べ
く
、

《
努
力
》
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
時
、
帝
国
日
本
の
立
場
は
、《
い
ま
一
堂
に
会
せ
る
ア
ジ
ア
の
指
導
者
等
と
其

の
背
後
の
国
民
達
は
、
悉
く
日
本
及
び
日
本
国
民
を
信
頼
し
、
其
の
力
に
よ
つ
て
、

ア
ジ
ア
解
放
の
理
想
を
達
成
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
》（
津
久
井
龍
雄
「
ア
ジ
ア
救
興　

大

東
亜
会
議
の
意
義
」、『
読
売
報
知
』
昭
18
・
11
・
６
、
４
面
）
も
の
と
し
て
、
東
洋

の
諸
国
（
民
）
か
ら
も
《
信
頼
》
さ
れ
、
そ
の
期
待
が
言
表
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
後
も
、
大
東
亜
会
議
関
連
記
事
は
紙
面
を
賑
わ
し
て
い
く
。
そ
の
大
半
は
、

反
復
を
通
じ
て
定
型
と
化
し
て
い
く
、
大
東
亜
戦
争
を
肯
定
す
る
際
と
同
様
の
論
理
・

修
辞
に
よ
る
言
説
で
あ
る
。
野
村
重
臣
「
大
理
想
の
確
立
へ　

雄
渾
な
る
曠
古
の
大

宣
言
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
７
）
を
、
次
に
引
く
。

	

顧
る
に
東
亜
の
諸
民
族
は
過
去
百
有
余
年
の
間
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
侵
略

と
搾
取
に
呻
吟
し
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
国
米
、
英
の
帝
国
主
義
支
配
に
屈
従

し
来
つ
た
。
然
る
に
今
や
ア
ジ
ア
は
大
東
亜
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
敵
米
、
英

を
撃
滅
し
、
自
己
を
解
放
す
べ
き
絶
好
の
機
会
に
際
会
し
た
。

こ
こ
に
い
う
《
自
己
を
解
放
》
と
は
、
既
出
の
《
本
然
の
姿
》
に
還
る
、
と
い
う

こ
と
と
同
義
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
野
村
は
、《
東
亜
の
諸
民
族
は
「
一
つ
」
に
結
束
し
て

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
侵
略
と
搾
取
、
米
、
英
の
帝
国
主
義
支
配
を
撃
滅
す
る
と
同

時
に
、
共
存
共
栄
の
新
秩
序
を
建
設
す
べ
き
》（
４
面
）
だ
と
し
て
、
大
東
亜
会
議
・

大
東
亜
共
同
宣
言
に
よ
る
、《
東
亜
諸
民
族
》
の
《
結
束
》
を
促
し
て
い
く
。

つ
ま
り
、
大
東
亜
戦
争
と
は
短
期
的
か
つ
限
ら
れ
た
国
家
間
の
対
立
で
は
な
く
、

東
洋
（
大
東
亜
）
に
と
っ
て
は
、
長
期
的
視
座
、
つ
ま
り
は
歴
史
的
ス
ケ
ー
ル
か
ら

捉
え
る
べ
き
世
界
史
的
聖
戦
で
あ
り
、
長
き
に
わ
た
る
米
英
に
よ
る
ア
ジ
ア
支
配
の

歴
史
を
転
換
さ
せ
る
記
念
碑
的
な
営
為
な
の
だ
。
そ
し
て
、
大
東
亜
会
議
・
大
東
亜

共
同
宣
言
と
は
、
そ
の
意
義
を
確
認
、
拡
声
す
る
イ
ベ
ン
ト
／
言
説
な
の
だ
。

Ⅲ

朝
日
新
聞
主
筆
の
緒
方
竹
虎
は
「
世
界
史
に
新
時
代　

大
東
亜
会
議
の
感
激
」（『
朝

日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
７
）
と
題
し
た
一
文
に
お
い
て
、《
大
東
亜
六
国
の
代
表
が
一

堂
に
会
す
る
こ
と
す
ら
既
に
画
期
的
で
あ
る
が
、
あ
の
厳
粛
な
る
空
気
の
な
か
に
、

今
後
幾
百
年
か
に
亙
る
大
東
亜
建
設
の
礎
石
と
も
い
ふ
べ
き
大
憲
章
が
、
茲
に
厳
か

に
議
決
さ
れ
た
》
と
、
世
界
史
的
な
大
東
亜
会
議
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
大
東
亜
共
同

宣
言
を
特
筆
し
て
、
次
の
よ
う
に
意
味
づ
け
て
い
る
。

	

大
東
亜
共
同
宣
言
を
貫
く
大
精
神
は
万
邦
を
し
て
各
々
そ
の
所
を
得
し
め
、

兆
民
を
し
て
悉
く
そ
の
堵
に
安
ん
ぜ
し
む
る
肇
国
の
理
想
で
、
六
国
の
代
表
が

一
堂
に
会
し
て
腹
心
を
布
き
、
推
敲
を
重
ね
て
宣
言
案
を
完
成
し
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
大
憲
章
の
歴
史
を
曠
う
す
る
光
輝
が
あ
る
。（
１
面
）

こ
こ
で
、
大
東
亜
共
同
宣
言
を
新
聞
掲
載
版
（『
読
売
報
知
』
昭
18
・
11
・
６
夕
）

か
ら
引
い
て
お
く
。

	

　
　

 

大
東
亜
共
同
宣
言

抑
々
世
界
各
国
が
各
其
の
所
を
得
相
倚
り
相
扶
け
て
万
邦
共
栄
の
楽
を
偕
に
す

る
は
世
界
平
和
確
立
の
根
本
要
義
な
り
／
然
る
に
米
英
は
自
国
の
繁
栄
の
為
に

は
他
国
家
他
民
族
を
抑
圧
し
特
に
大
東
亜
に
対
し
て
は
飽
く
な
き
侵
略
搾
取
を

行
ひ
大
東
亜
隷
属
化
の
野
望
を
逞
う
し
遂
に
は
大
東
亜
の
安
定
を
根
柢
よ
り
覆

さ
ん
と
せ
り
大
東
亜
戦
争
の
原
因
茲
に
存
す
／
大
東
亜
各
国
は
相
提
携
し
て
大

東
亜
戦
争
を
完
遂
し
大
東
亜
を
米
英
の
桎
梏
よ
り
解
放
し
て
そ
の
自
存
自
衛
を

全
う
し
左
の
要
綱
に
基
き
大
東
亜
を
建
設
し
以
て
世
界
平
和
の
確
立
に
寄
与
せ
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ん
こ
と
を
期
す

一	
、
大
東
亜
各
国
は
協
同
し
て
大
東
亜
の
安
定
を
確
保
し
道
義
に
基
く
共
存
共
栄

の
秩
序
を
建
設
す

一	

、
大
東
亜
各
国
は
相
互
に
自
主
独
立
を
尊
重
し
互
助
敦
睦
の
実
を
挙
げ
大
東
亜

の
親
和
を
確
立
す

一	

、
大
東
亜
各
国
は
相
互
に
其
の
伝
統
を
尊
重
し
各
民
族
の
創
造
性
を
伸
暢
し
大

東
亜
の
文
化
を
昂
揚
す

一	

、
大
東
亜
各
国
は
互
恵
の
下
緊
密
に
提
携
し
其
の
経
済
発
展
を
図
り
大
東
亜
の

繁
栄
を
増
進
す

一	

、
大
東
亜
各
国
は
万
邦
と
の
交
誼
を
篤
う
し
人
種
的
差
別
を
撤
廃
し
普
く
文
化

を
交
流
し
進
ん
で
資
源
を
開
放
し
以
て
世
界
の
進
運
に
貢
献
す
（
１
面
）

こ
う
し
た
大
東
亜
共
同
宣
言
を
う
け
て
、「
社
説　

大
東
亜
建
設
の
性
格
」（『
読
売

報
知
』
昭
18
・
11
・
８
）
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
示
さ
れ
た
。

	

こ
の
宣
言
に
示
さ
れ
た
大
東
亜
は
、
東
亜
各
国
の
確
立
さ
れ
た
独
立
性
と
、

全
世
界
と
の
媒
介
体
と
し
て
、
世
界
の
平
和
建
設
の
た
め
に
無
碍
の
融
通
性
と

弾
力
性
と
を
有
し
、
個
と
全
と
を
結
ぶ
大
き
な
役
割
を
負
責
し
て
ゐ
る
。
支
那

事
変
以
来
の
東
亜
各
国
の
尊
い
経
験
は
東
亜
建
設
の
理
念
を
漸
次
高
度
化
し
つ

つ
遂
に
大
東
亜
宣
言
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
高
き
理
念
を
厳
然

た
る
現
実
に
移
す
た
め
に
は
、
前
途
な
ほ
い
く
た
の
努
力
を
必
要
と
す
る
こ
と

勿
論
で
あ
る
。
盟
邦
の
覚
悟
と
発
奮
と
を
こ
ゝ
に
改
め
て
要
請
し
た
い
。（
２
面
）

こ
こ
で
、
見
せ
消
ち
の
よ
う
に
帝
国
日
本
が
主
語
と
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
だ
が
、

各
国
の
《
独
立
性
》
に
配
慮
し
た
修
辞
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
無

署
名
「
時
事
解
説　

大
東
亜
会
議
の
意
義
」（『
世
界
と
我
等
』
昭
18
・
12
）
で
大
東

亜
宣
言
は
、《
実
に
世
界
新
秩
序
に
対
す
る
高
遠
な
理
想
と
目
標
を
明
確
に
表
は
し
た

も
の
で
、
ま
さ
に
、
世
界
歴
史
に
特
筆
さ
る
べ
き
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
》、

《
吾
々
が
世
界
に
誇
り
得
る
人
類
正
義
の
宣
言
》（
13
頁
）
だ
と
意
味
づ
け
ら
れ
た
よ

う
に
、
大
東
亜
会
議
に
は
《
人
類
正
義
》
ま
で
も
が
担
保
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
幣

原
坦
「
十
億
の
総
意
結
成
―
大
東
亜
と
錬
成
に
つ
い
て
―
」（『
朝
日
新
聞
』
昭

18
・
11
・
16
）
で
は
、
大
東
亜
共
同
宣
言
の
読
後
感
を
《
日
出
づ
る
東
亜
の
清
爽
な

朝
ご
こ
ち
に
喩
へ
》
た
上
で
、
大
西
洋
憲
章
を
《
日
沈
む
西
土
の
混
雑
せ
る
夕
ま
ぐ

れ
》
と
否
定
的
に
対
置
し
な
が
ら
、《
共
同
宣
言
が
闡
明
し
た
大
東
亜
建
設
の
綱
領
》

に
つ
い
て
は
、《
十
億
民
族
の
総
意
結
成
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
天
の
下
を
家
と
す

る
、
私
心
な
き
東
亜
道
義
を
、
世
界
各
国
に
偏
照
せ
し
め
る
陽
光
》（
４
面
）
だ
と
、

や
は
り
比
喩
を
用
い
て
顕
揚
し
て
い
く
。
同
論
後
半
の
論
旨
に
つ
い
て
は
、
今
泉
孝

太
郎
も
「
第
一
線　

五
原
則
を
貫
く
も
の
」（『
読
売
報
知
』
昭
18
・
11
・
16
夕
）
で
、

《
今
次
の
大
東
亜
会
議
の
五
原
則
を
貫
く
も
の
は
大
日
本
帝
国
の
道
義
性
》（
１
面
）

だ
と
強
調
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
、《
五
大
原
則
の
一
々
の
趣
旨
は
、
米
英
の
考
ふ
る

世
界
秩
序
の
正
反
対
を
考
ふ
る
れ
ば
、
最
も
明
瞭
に
理
解
せ
ら
れ
る
》（
北
主
幹
「
大

東
亜
共
同
宣
言
の
意
義
」、『
祖
国
』
昭
18
・
12
、
６
頁
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
敵

＝
米
英
に
大
東
亜
の
道
義
性
（
正
義
）
を
対
置
す
る
言
表
構
造
は
、《
五
原
則
は
通
じ

て
大
東
亜
共
栄
圏
の
新
秩
序
を
確
立
し
、
各
々
そ
の
所
を
得
つ
ゝ
繁
栄
を
保
ち
、
依

つ
て
世
界
の
平
和
と
進
運
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
先
づ
そ
の
障
害
と

な
る
所
の
米
英
を
し
て
悪
虐
な
る
過
誤
の
生
活
よ
り
解
脱
せ
し
め
ん
と
す
る
一
体
的

結
束
を
固
む
る
に
あ
る
》（
10
頁
）
と
言
表
す
る
佐
々
井
信
太
郎
「
大
東
亜
共
同
宣
言

五
原
則
の
実
践
に
就
て
」（『
大
日
本
報
徳
』
昭
19
・
１
）
に
も
み
て
と
れ
る
。
あ
る

い
は
、《
わ
が
大
東
亜
共
同
宣
言
は
心
の
底
か
ら
し
て
、
領
土
秩
序
の
社
会
化
即
倫
理

化
即
道
義
化
を
、
日
本
及
び
全
世
界
の
、
勿
論
大
東
亜
の
、
歴
史
及
び
現
実
に
対
す

る
正
し
き
理
解
を
条
件
と
し
て
、
最
善
の
将
来
の
た
め
に
責
任
を
具
備
し
て
理
想
す

る
も
の
》
だ
と
領
土
を
問
題
化
す
る
「
大
東
亜
共
同
宣
言
と
時
運
―
領
土
秩
序
社

会
化
の
必
然
と
そ
の
支
配
―
」（『
財
政
』
昭
19
・
４
）
の
杉
森
孝
次
郎
に
し
て
も
、

米
英
の
《
本
質
的
時
代
錯
誤
及
び
反
動
性
、
そ
し
て
反
正
義
性
》（
６
頁
）
を
対
置
し

て
い
る
。
一
連
の
言
表
を
総
合
し
た
と
も
目
さ
れ
る
の
が
、
次
に
引
く
、
鹿
子
木
員
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信
「
第
一
線　

大
東
亜
宣
言
と
カ
イ
ロ
会
談
」（『
読
売
報
知
』
昭
18
・
12
・
９
夕
）

で
あ
る
。

	
一
百
年
前
の
往
時
を
夢
想
回
顧
、
低
徊
去
る
に
忍
び
ざ
る
の
お
も
む
き
あ
る

こ
の
カ
イ
ロ
会
談
に
対
し
、
わ
が
大
東
亜
共
同
宣
言
は
、
ま
さ
に
来
ら
ん
と
す

る
一
百
年
の
東
亜
を
ゆ
び
さ
し
、
日
の
本
を
中
心
と
す
る
満
、
支
、
泰
、
比
、
緬
、

印
諸
国
の
綺
羅
星
の
ご
と
き
光
輝
あ
る
秩
序
を
約
束
す
る
も
の
、
そ
の
気
宇
の

大
、
そ
の
構
想
の
雄
、
ま
こ
と
に
天
馬
空
を
征
く
の
概
あ
る
も
の
。（
１
面
）

も
と
よ
り
、
右
の
言
表
に
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
東
亜
独
立
各
国
の
連
携
を
謳

い
つ
つ
も
、
そ
の
《
中
心
》
に
帝
国
日
本
が
自
明
の
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
る
と
い

う
二
重
基
準
は
、
こ
こ
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
当
の
大
東
亜
各
国
に
大
東
亜
共
同
宣
言
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ

た
の
か
、
そ
の
一
端
を
特
集
記
事
「
大
東
亜
宣
言
に
応
へ
て
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
18
・

12
・
８
）
に
即
し
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。
同
記
事
の
リ
ー
ド
文
に
は
、《
各
国
思
想

戦
の
第
一
人
者
は
「
大
東
亜
宣
言
に
応
へ
る
」
熾
烈
な
る
気
魄
を
吐
露
し
た
熱
血
の

文
字
を
本
紙
に
寄
せ
、
今
日
の
感
銘
を
披
瀝
し
た
》（
４
面
）
と
あ
る
。

つ
づ
い
て
、《
感
激
の
日
に
寄
せ
る
共
栄
圏
の
思
想
人
》
と
し
て
、
四
名
の
コ
メ
ン

ト
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
泰
国
：
ピ
ヤ
・
パ
ホ
ン
大
将
は
「
友
愛
精
神
の
示
現　

一

翼
を
担
ふ
わ
れ
ら
の
誇
り
」
で
、《
東
亜
は
も
は
や
地
理
的
名
称
で
は
な
く
な
り
共
栄

圏
と
し
て
の
性
格
を
付
与
さ
れ
た
》
と
し
た
上
で
、
大
東
亜
共
同
宣
言
に
つ
い
て
は

《
ア
ジ
ア
諸
民
族
を
共
通
の
利
害
で
結
合
せ
し
め
る
友
愛
精
神
を
示
現
し
た
も
の
》
と

好
意
的
に
捉
え
て
い
る
。
比
島
：
カ
ミ
ロ
・
オ
シ
ア
ス
は
「
相
互
扶
助
の
大
理
想
」

で
、《
大
東
亜
の
自
由
を
獲
得
し
た
国
々
の
代
表
が
満
場
一
致
採
択
し
た
五
原
則
は
基

本
的
な
も
の
で
、
そ
の
影
響
の
及
ぼ
す
と
こ
ろ
極
め
て
大
》
だ
と
、
参
加
国
の
独
立

（
自
由
）
を
言
祝
ぎ
な
が
ら
、
大
東
亜
共
同
宣
言
に
み
ら
れ
る
《
美
し
い
希
望
と
崇
高

な
抱
負
と
は
平
和
と
自
由
と
道
義
に
基
く
新
秩
序
の
創
造
に
寄
与
す
べ
き
新
政
府
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
の
憲
法
の
根
本
観
念
と
全
く
一
致
す
る
も
の
》
だ
と
捉
え
て
、
足
並

み
を
揃
え
て
み
せ
た
。
同
様
に
、
ビ
ル
マ
：
ド
・
テ
イ
ン
・
ヂ
ー
は
「
わ
れ
ら
の
宿

望
成
る
」
に
お
い
て
、《
こ
の
宣
言
が
常
に
大
東
亜
の
政
治
家
は
じ
め
、
祖
国
の
解
放

と
世
界
の
平
和
を
目
指
し
て
日
夜
つ
と
め
つ
つ
あ
る
諸
国
民
の
精
神
を
表
現
し
た
に

と
ゞ
ま
ら
ず
一
年
有
余
の
以
前
わ
が
青
年
連
盟
が
結
成
さ
れ
て
以
来
我
々
ビ
ル
マ
の

若
人
の
魂
の
中
に
生
々
と
い
ぶ
き
つ
ゝ
あ
る
精
神
と
理
想
を
も
、
こ
こ
に
最
も
明
確

に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
》
と
い
う
修
辞
に
よ
っ
て
、
や
は
り
共
振
を

言
明
し
て
い
く
。
同
様
の
声
は
、《
皇
道
の
精
神
》
と
《
孝
道
の
精
神
》
と
の
共
振
を

言
表
す
る
、
次
の
中
華
：
黄
菩
生
「「
天
道
」
の
回
復
へ
―
大
東
亜
宣
言
に
応
ふ

―
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
18
・
12
・
11
）
に
も
み
ら
れ
る
。

	

東
亜
精
神
の
核
心
は
す
な
は
ち
東
亜
民
族
の
核
心
に
基
い
て
表
現
さ
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
民
族
精
神
の
核
心
は
皇
道
思
想
に
あ
る
。
日
本
民
族
は
こ
の

崇
高
な
理
想
に
基
い
て
幾
千
年
来
民
族
の
生
命
力
を
発
揚
し
、
民
族
の
道
義
精

神
を
発
揚
し
て
来
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
民
族
精
神
の
核
心
は
中
国
幾
千
年
来

の
孝
道
の
精
神
に
あ
り
、
こ
れ
を
推
し
す
ゝ
め
れ
ば
皇
道
の
精
神
と
が
合
致
す

る
。（
４
面
）

こ
う
し
て
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
構
成
す
る
独
立
各
国
が
、
文
字
通
り
独
立
国
と
し

て
平
等
な
立
場
か
ら
大
東
亜
共
同
宣
言
と
の
重
な
り
を
言
明
し
て
い
く
。
同
様
の
事

態
は
、
日
本
で
も
進
ん
で
い
く
。
増
谷
達
之
輔
は
「
大
東
亜
会
議
に
寄
す
」（『
短
歌

研
究
』
昭
18
・
12
）
で
、《
大
東
亜
共
同
宣
言
の
内
容
た
る
大
東
亜
建
設
上
の
五
大
原

則
が
、
常
に
帝
国
が
中
外
に
宣
明
せ
る
大
東
亜
戦
争
完
遂
、
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
の

方
針
に
悉
く
一
致
せ
る
事
実
》
を
再
確
認
し
た
上
で
、《
帝
国
の
真
意
が
大
東
亜
十
億

の
民
族
の
心
か
ら
な
る
理
解
に
ま
で
透
達
し
、
大
東
亜
諸
国
家
民
族
が
、
真
に
同
志

的
一
体
感
を
以
て
大
東
亜
戦
争
の
完
遂
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
に
挺
身
す
る
こ
と

を
厳
粛
に
表
明
し
た
る
も
の
と
し
て
吾
等
の
慶
祝
措
か
ざ
る
も
の
》（
４
頁
）
だ
と
い

う
。
ま
た
、《
全
く
大
東
亜
戦
争
は
世
界
戦
史
上
か
つ
て
な
き
深
遠
な
世
界
的
意
義
を

有
す
る
大
戦
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
世
界
史
に
新
た
な
時
代
を
画
し
つ
ゝ
あ
る
》（
９
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頁
）
と
い
う
現
状
認
識
を
示
す
「
大
東
亜
共
同
宣
言
と
日
華
関
係
」（『
揚
子
江
』
昭

19
・
３
）
の
秀
島
達
雄
は
、《
日
本
と
中
華
民
国
は
ア
ジ
ア
の
中
核
で
あ
つ
て
、
古
代

文
化
を
有
し
、
そ
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
又
極
め
て
多
い
》、《
古
く
よ
り
文
化
の
交
流

を
以
て
両
国
間
は
極
め
て
密
に
し
て
そ
の
互
助
精
神
は
今
日
の
比
で
は
な
く
、
愈
々

以
て
将
来
に
思
ひ
を
致
す
と
き
、
両
国
は
政
治
に
経
済
に
文
化
に
凡
ゆ
る
点
に
於
て

密
接
不
離
の
関
係
を
保
ち
永
遠
の
国
家
発
展
の
た
め
に
、
相
互
間
に
徳
信
の
義
を
以

て
相
接
し
相
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
》（
12
頁
）
と
、
相
互
理
解
の
重
要
性
を
謳
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
は
相
互

0

0

理
解
で
は
困
る
と
い
う
立
場
も
あ
る
。
つ
ま
り
、

い
く
ら
独
立
国
が
集
お
う
が
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
盟
主
は
日
本
の
他
で
は
な
い
と
い

う
二
重
基
準
を
体
現
し
た
言
表
で
あ
る
。
そ
う
し
た
発
想
を
端
的
に
示
し
た
、
無
署

名
「
主
張　

大
東
亜
共
同
宣
言
の
精
神
」（『
言
論
報
国
』
昭
19
・
１
）
を
次
に
引
い

て
み
よ
う
。

	

神
皇
の
大
道
を
離
れ
て
大
東
亜
の
精
神
は
な
く
、
大
東
亜
の
精
神
を
離
れ
て

大
東
亜
共
同
宣
言
は
存
在
し
得
ぬ
。
一
言
に
し
て
い
ふ
な
ら
ば
、
皇
国
の
大
道

こ
そ
、
大
東
亜
宣
言
の
基
底
、
大
東
亜
秩
序
の
精
神
。
わ
れ
ら
は
深
く
こ
の
真

実
を
認
識
し
、
こ
の
重
大
な
る
責
任
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
６
頁
）

こ
う
し
て
同
時
代
の
言
説
上
に
お
い
て
大
東
亜
共
同
宣
言
は
、
大
東
亜
戦
争
・
大

東
亜
共
栄
圏
を
肯
定
し
、
正
当
化
し
、
論
理
的
に
根
拠
づ
け
て
い
く
原
動
力
に
な
っ

た
。
そ
の
こ
と
と
連
動
し
て
、
米
英
に
東
洋
を
対
置
す
る
修
辞
も
多
用
さ
れ
、
大
東

亜
共
栄
圏
と
い
う
地
域
の
外
延
が
遂
行
的
に
改
め
て
意
識
、
言
表
さ
れ
て
い
く
。
そ

う
し
た
中
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
担
う
独
立
各
国
も
、
大
東
亜
共
同
宣
言
の
方
針
が
自

ら
の
理
念
と
等
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
っ
た
。
他
方
、
帝
国
日
本
は
、

大
東
亜
各
国
の
連
携
を
謳
い
つ
つ
も
、
そ
の
主
導
権
は
日
本
に
あ
る
と
い
う
二
重
基

準
を
陰
に
陽
に
保
持
し
て
い
っ
た
。

Ⅳ

本
節
で
は
、
大
東
亜
会
議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
を
め
ぐ
る
言
説
に
、
文
学
（
者
）

が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

0

0

0

0

0

0

の
か
、
そ
の
切
り
結
び
方
に
注
目
し
つ
つ
、
文
化
を

主
題
と
し
た
言
説
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

た
と
え
ば
、
次
に
引
く
板
澤
武
雄
「
叡
智
と
科
学
と
信
愛　

大
東
亜
文
化
の
昂
揚
」

（『
毎
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
７
）
は
、
大
東
亜
共
同
宣
言
に
文
化
・
文
化
人
を
関
わ

ら
せ
て
い
く
言
表
だ
と
い
え
る
。

思
ふ
に
大
東
亜
戦
争
程
の
正
大
な
理
想
を
掲
げ
た
聖
戦
が
曾
て
あ
つ
た
で
あ
ら

う
か
、
断
じ
て
な
い
の
で
あ
る
。
聖
戦
の
た
め
に
一
切
を
あ
げ
て
戦
ふ
、
こ
れ

以
上
の
全
人
格
的
活
動
が
あ
り
う
る
だ
ら
う
か
、
断
じ
て
な
い
の
で
あ
る
。
戦

争
即
建
設
の
こ
の
大
東
亜
戦
争
こ
そ
が
一
大
文
化
運
動
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を

要
せ
ず
し
て
明
か
な
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
板
澤
は
、
大
東
亜
共
同
宣
言
に
関
わ
ら
せ
つ
つ
日
本
人
の
役
割
・
自
覚
に

つ
い
て
、《
日
本
人
が
大
東
亜
新
秩
序
の
指
導
者
と
な
る
た
め
に
は
大
東
亜
文
化
の
昂

揚
に
つ
い
て
も
吾
々
日
本
人
の
責
任
が
重
大
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
》

（
４
面
）
と
言
表
し
て
、
積
極
的
な
関
与
を
促
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
文
学
者
を
含
む
文
化
人
が
、
大
東
亜
会
議
・
大
東
亜
共
同
宣
言
に

関
わ
っ
て
貢
献
す
べ
き
領
域
が
、
言
説
上
に
創
出
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
特
定
の
文

化
人
に
対
し
て
具
体
的
な
依
頼
や
要
請
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、

日
本
国
民
と
し
て
、
国
家
が
世
界
史
的
戦
争
を
遂
行
し
て
い
く
際
、
自
発
的
に
な
す

べ
き
、
文
化
人
の
使
命
感
か
ら
の
貢
献
‐
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
く
の
だ
。

は
や
く
は
、
中
島
健
蔵
に
「
大
東
亜
文
化
の
道
」（『
毎
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
６
）

と
い
う
一
文
が
あ
り
、《
大
東
亜
の
文
化
と
い
ふ
言
葉
は
、
現
代
史
に
お
け
る
極
め
て

明
か
な
現
実
に
立
脚
し
、
そ
の
重
大
な
意
味
の
新
し
い
発
生
を
歴
々
と
指
呼
し
得
る

と
同
時
に
日
一
日
と
成
就
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
大
構
想
を
含
ん
で
ゐ
る
》
と
い
う
現
在
進
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行
形
の
世
界
史
に
関
連
づ
け
た
理
解
に
即
し
て
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
く
。

現
在
の
戦
争
は
、
単
純
簡
明
な
目
的
に
よ
つ
て
統
一
さ
れ
た
、
複
雑
極
ま
る
総

力
の
組
織
的
結
集
を
要
求
す
る
。
一
切
を
そ
の
目
的
に
集
中
し
、
一
切
を
戦
勝

に
向
つ
て
有
効
に
組
織
し
て
行
く
こ
と
。
こ
れ
が
総
て
で
あ
る
。
大
東
亜
文
化

の
昂
揚
は
、
そ
の
経
過
の
う
ち
に
確
実
に
成
就
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ほ
か
に

は
、
全
く
道
が
な
い
の
で
あ
る
。（
４
面
）

大
東
亜
共
同
宣
言
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
《
文
化
の
昂
揚
》
に
関
わ
ら
せ
つ
つ
、

そ
れ
を
《
戦
勝
に
向
つ
て
有
効
に
組
織
し
て
行
く
こ
と
》
だ
け
が
、《
大
東
亜
文
化
の

昂
揚
》
の
た
め
《
道
》
だ
と
中
島
は
い
う
。
そ
こ
に
は
、
次
に
引
く
高
嶋
米
峰
「
論

説　

カ
ン
ト
今
在
ら
ば
」（『
文
学
報
国
』
昭
18
・
11
・
10
）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、

文
化
（
人
）
の
遅
れ

0

0

と
い
っ
た
認
識
も
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

	

惟
ふ
に
、
新
秩
序
の
建
設
と
か
、
新
文
化
の
創
造
と
か
い
ふ
言
葉
は
、
支
那

事
変
勃
発
以
来
、
盛
ん
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
は
爾
来
今
日

に
至
る
ま
で
、
は
か
〴
〵
し
い
成
果
を
示
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に

は
、
吾
々
文
化
人
の
責
任
も
、
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、

曩
に
開
催
せ
ら
れ
た
る
大
東
亜
文
学
者
大
会
は
、
若
干
こ
れ
に
貢
献
す
る
と
こ

ろ
あ
る
べ
き
を
、
期
待
し
て
よ
い
と
思
ふ
し
、
又
、
今
こ
の
大
東
亜
会
議
の
結

果
は
更
に
よ
り
大
な
る
寄
与
あ
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。（
１
面
）

こ
こ
で
高
嶋
は
、
文
化
人
が
国
策
に
積
極
的
に
《
貢
献
・
寄
与
》
し
て
い
く
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
第
二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会（
９
）や

大
東
亜
会
議
を
位
置
づ
け
て

い
る
。
別
の
角
度
か
ら
は
、
井
澤
實
が
「
大
東
亜
共
同
宣
言
と
文
学
者
」（『
文
学
報

国
』
昭
18
・
11
・
10
）
で
、
次
の
よ
う
に
大
東
亜
戦
争
開
戦
後
に
お
け
る
文
学
者
の

環
境
の
変
化
を
、
積
極
的
に
捉
え
て
も
い
た
。

大
東
亜
戦
争
勃
発
以
来
文
壇
の
中
堅
の
大
部
分
は
軍
隊
と
共
に
海
を
渡
つ
て
遠

く
南
方
諸
地
域
の
実
戦
に
参
加
し
て
新
し
い
風
物
に
接
し
又
遠
い
昔
よ
り
お
互

に
親
し
か
る
べ
く
し
て
、
し
か
も
種
々
の
国
際
的
の
障
碍
に
阻
ま
れ
て
親
し
く

な
り
得
な
か
つ
た
大
東
亜
の
諸
民
族
と
手
を
握
る
の
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。

自
然
主
義
文
学
輸
入
以
来
日
本
の
文
壇
に
氾
濫
し
た
所
謂
『
私
小
説
』
の
題
材

の
貧
困
を
喞
つ
た
時
代
の
こ
と
を
考
へ
る
と
、
ま
る
で
夢
の
や
う
で
舞
台
の
広

汎
、
構
想
の
雄
大
な
こ
と
日
本
に
と
つ
て
蓋
し
有
史
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
井
澤
は
、
大
東
亜
共
同
宣
言
と
文
学
者
と
を
、
次
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て

い
く
。

	

此
世
界
史
的
大
変
革
の
秋
に
当
り
、
文
壇
の
諸
士
も
亦
時
代
の
潮
流
に
無
関

心
た
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
殊
に
右
五
大
原
則
の
一
と

し
て
文
化
の
昂
揚
が
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
顧
み
れ
ば
、
兪
々
其
責
任
の
重

大
な
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。〔
略
〕
文
学
者
た
る
者

須
く
世
界
の
動
き
に
触
れ
て
、
大
東
亜
の
理
想
実
現
の
為
め
努
力
し
て
、
世
界
的

角
度
よ
り
見
て
特
に
優
れ
た
大
文
学
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。（
１
面
）

こ
こ
で
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
大
東
亜
共
同
宣
言
の
う
ち
《
文

化
の
昂
揚
》
に
関
わ
っ
て
文
学
者
の
《
責
任
》
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ

が
、「
大
東
亜
共
同
宣
言
に
基
づ
く
大
東
亜
建
設
要
綱
実
現
に
対
す
る
文
化
的
協
力

案
」（『
文
学
報
国
』
昭
18
・
11
・
10
）
に
至
る
と
、
日
本
文
学
報
国
会
・
文
学
者
は
、

よ
り
積
極
的
に
大
東
亜
共
同
宣
言
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
く
。

『
大
東
亜
の
た
め
の
大
東
亜
』
を
も
た
ら
す
べ
き
大
東
亜
共
同
宣
言
の
正
大
な
る

精
神
を
内
外
の
国
民
一
般
に
宣
布
す
る
た
め
、
本
会
で
は
そ
の
有
す
る
文
化
的

技
能
と
国
民
的
至
誠
を
挙
げ
て
、
右
宣
言
に
盛
ら
れ
た
る
大
東
亜
建
設
要
綱
の

実
現
を
期
し
、
小
説
、
詩
、
短
歌
俳
句
、
劇
文
、
評
論
随
筆
、
漢
詩
漢
文
の
各

部
会
幹
事
会
で
は
慎
重
な
討
議
を
重
ね
、
各
部
会
実
施
要
項
を
左
の
如
く
内
定
、

雄
渾
絢
爛
た
る
大
文
学
活
動
の
壮
挙
に
着
手
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
（
１
面
）

引
用
に
つ
づ
い
て
は
、
小
説
部
会
、
劇
文
学
部
会
、
評
論
随
筆
部
会
、
詩
部
会
、

短
歌
部
会
、
俳
句
部
会
と
、
部
会
ご
と
に
具
体
的
な
方
針
と
、
執
筆
候
補
者
名
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
具
体
的
な
議
論
を
覆
う
よ
う
に
し
て
、
東
西
（
比
較
）
文

化
論
と
い
う
視
座
か
ら
日
本
の
近
況
を
位
置
づ
け
る
言
表
も
あ
っ
た
。
長
谷
川
如
是

閑
は
「
総
合
に
よ
る
創
建
【
上
】
大
東
亜
文
化
の
昂
揚
」（『
毎
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・

12
）
に
お
い
て
、
ま
ず
《
多
く
の
東
方
民
族
が
、
各
自
の
偉
大
な
文
明
を
歴
史
的
過

去
に
葬
り
去
つ
て
、
し
か
も
、
近
代
的
西
洋
文
明
に
拮
抗
す
る
は
ど
の
総
合
文
明
を

も
つ
に
至
ら
な
か
つ
た
限
り
、
そ
れ
ら
の
東
方
民
族
が
、
心
的
に
も
、
物
的
に
も
西

洋
文
明
の
制
圧
を
蒙
つ
た
の
は
已
む
を
得
な
い
次
第
で
あ
つ
た
》
と
東
洋
の
来
歴
を

語
っ
た
上
で
、《
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
さ
う
し
た
運
命
に
あ
る
東
方
民
族
で
は
な

い
》、《
大
東
亜
戦
争
こ
そ
は
、
さ
う
し
た
過
去
の
歴
史
過
程
を
一
挙
に
し
て
中
断
せ

し
め
ん
と
す
る
も
の
で
な
く
何
で
あ
ら
う
》
と
、
こ
の
戦
争
の
位
置
づ
け
ま
で
を
提

示
し
な
が
ら
、《
今
次
の
大
東
亜
会
議
と
そ
の
共
同
宣
言
と
に
お
い
て
、
大
東
亜
民
族

は
、
わ
が
日
本
を
向
導
者
と
し
て
、
東
方
文
明
を
中
心
と
す
る
世
界
文
明
創
建
へ
の

第
一
歩
を
現
実
に
踏
み
出
し
た
》（
４
面
）
の
だ
と
、
大
東
亜
会
議
と
大
東
亜
共
同
宣

言
の
意
義
を
、
改
め
て
説
い
て
い
く
。
つ
づ
く
「
総
合
に
よ
る
創
建
【
下
】
大
東
亜

文
化
の
昂
揚
」（『
毎
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
13
）
に
お
い
て
長
谷
川
は
、《
日
本
民
族

ほ
ど
、
東
方
文
明
を
、
そ
の
純
粋
性
に
お
い
て
発
展
的
に
総
合
せ
し
め
得
た
も
の
は

な
い
》
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
《
西
洋
文
明
》
と
は
異
な
る
点
を
強
調
し
て
は
、

《
大
東
亜
民
族
の
す
べ
て
が
、
日
本
と
協
力
し
て
そ
の
戦
争
に
参
加
し
た
こ
と
自
体

が
、
共
同
宣
言
の
冀
求
す
る
通
り
、
大
東
亜
文
化
の
性
格
を
中
軸
と
す
る
、
さ
う
し

て
各
民
族
の
創
造
性
に
依
存
す
る
世
界
文
明
創
建
の
運
命
と
機
会
と
の
到
来
を
語
る

も
の
》（
４
面
）
な
の
だ
と
、
大
東
亜
文
化
の
性
格
を
言
表
し
て
も
い
た
。

こ
う
し
て
、
大
東
亜
共
同
宣
言
が
指
し
示
す
《
大
東
亜
文
化
》
の
担
い
手
と
し
て
、

文
学
者
・
日
本
文
学
報
国
会
が
、
自
動
的
に
浮
上
し
て
く
る
よ
う
な
状
況
が
形
成
さ

れ
て
た
。
そ
の
時
、
文
学
者
に
担
い
得
る
具
体
的
な
役
割
は
、
大
東
亜
共
同
宣
言
を

国
民
に
滲
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
無
署
名
「
大
東
亜
宣
言
滲
透
へ　

思
想
、

言
論
、
文
学
界
蹶
起
す
」（『
毎
日
新
聞
』
昭
18
・
11
・
14
）
で
は
、《
文
学
報
国
会
で

も
五
大
原
則
を
中
心
主
題
と
し
た
東
亜
建
設
の
黎
明
を
雄
渾
壮
大
な
る
小
説
、
戯
曲
、

映
画
、
脚
本
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
に
製
作
、
大
東
亜
各
国
語
に
翻
訳
し
以
て
画
期
的

な
総
合
文
学
運
動
の
展
開
を
期
し
具
体
案
を
研
究
中
で
あ
る
》（
２
面
）
と
報
じ
ら

れ
、
次
に
引
く
無
署
名
「
五
大
宣
言
の
小
説
化　

新
企
画
の
小
説
部
会
幹
事
会
」（『
文

学
報
国
』
昭
18
・
11
・
20
）
で
は
、
そ
の
後
の
進
行
状
況
が
示
さ
れ
る
。

大
東
亜
会
議
に
於
け
る
五
大
宣
言
は
全
東
亜
の
総
力
を
結
集
正
義
に
溢
る
大
宣

言
と
し
て
堂
々
全
世
界
に
宣
布
さ
れ
此
れ
が
滲
透
普
及
に
注
目
の
集
注
さ
れ
る

時
本
紙
で
は
い
ち
速
く
大
会
特
集
を
発
行
斯
界
に
範
を
垂
れ
た
が
本
会
に
於
て

は
各
部
署
独
自
の
立
場
よ
り
叡
智
を
傾
け
具
体
的
協
力
策
を
練
り
実
行
に
移
す

べ
く
各
々
幹
事
会
等
を
開
催
す
る
処
あ
つ
た
が
小
説
部
会
で
は
五
大
宣
言
の
一

大
小
説
化
を
企
画
、
悠
久
の
歴
史
に
生
き
る
民
族
の
血
脈
に
滾
々
と
流
る
倫
理

性
と
全
東
亜
団
結
の
姿
を
米
英
撃
滅
の
陣
頭
に
登
場
す
る
日
を
待
望
せ
し
め
る

（
１
面
）

こ
う
し
て
、
大
東
亜
共
同
宣
言
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
組
み
こ
み
、
そ
の
《
滲
透
普

及
》
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
企
画
は
、
翌
年
、
次
に
引
く
無
署
名
「
絢
爛
た
る
才
智

を
集
め
て
大
東
亜
宣
言
の
小
説
化　

正
大
な
文
学
精
神
の
滲
透
」（『
文
学
報
国
』
昭

19
・
１
・
20
）
を
み
る
と
、
具
体
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
秋
既
に
打
て
ば
響
く
の
俊
敏
と
高
邁
不
抜
の
叡
智
を
■
（
欠
字
）澄

し
て
起
つ
た
本

会
四
千
の
会
員
は
各
部
会
そ
れ
〴
〵
最
適
の
筆
者
を
送
つ
て
あ
ま
ね
く
内
外
に

此
の
正
大
無
比
の
真
精
神
を
滲
透
せ
し
む
べ
く
具
体
策
を
樹
立
し
、
本
紙
第
九

号
特
輯
に
於
て
報
道
せ
し
如
く
休
止
す
る
一
刻
も
な
く
前
進
し
て
ゐ
る
が
、
小

説
部
会
に
於
い
て
は
次
の
如
く
五
大
宣
言
の
小
説
化
を
図
り
鋭
意
実
践
に
移
さ

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
（
１
面
）

こ
う
し
て
文
学
者
は
、
大
東
亜
共
同
宣
言
に
謳
わ
れ
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
た
「
文
化
高
揚
」
ば
か
り
で
な
く
、
大
東
亜
共
同
宣
言
す
べ
て
に
対
し
て
、
日

本
文
学
報
国
会
各
支
部
に
よ
る
、
作
品
化
（
の
計
画
・
姿
勢
）
を
通
じ
て
、
自
主
的
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か
つ
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
東
亜
共
同
宣
言
の
作

品
化
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担
う
（
べ
き
）
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次

に
引
く
、
福
田
清
人
「
日
本
文
学
の
新
動
向
」（『
新
潮
』
昭
19
・
１
）
が
端
的
に
示

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

	

私
は
、
一
発
必
中
の
魚
雷
を
抱
い
て
挺
身
す
る
南
海
の
航
機
の
姿
を
思
ふ
の

で
あ
る
。
私
た
ち
は
も
つ
と
一
作
に
対
し
て
思
ひ
を
ひ
そ
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

／
そ
れ
は
、
今
後
文
学
の
一
動
向
を
示
し
て
行
く
で
あ
ら
う
。
文
報
で
企
画
さ

れ
て
ゐ
る
勤
労
青
少
年
向
の
叢
書
や
、
大
東
亜
宣
言
の
作
品
化
の
如
き
総
合
企

画
的
な
発
表
様
式
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。（
９
頁
）

そ
の
後
の
企
画
の
進
行
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究）
（1
（

に
詳
し
い
の
で
譲
る
が
、
結
果

的
に
は
森
本
薫
「
女
の
一
生
」
と
太
宰
治
「
惜
別
」
の
二
作
品
だ
け
が
完
成
を
み
た
。

「
女
の
一
生
」
は
、
昭
和
二
〇
年
四
月
、
文
学
座
に
よ
っ
て
渋
谷
の
東
横
映
画
劇
場
で

初
演
、
演
出
は
久
保
田
万
太
郎
で
あ
っ
た
。
も
う
一
作
の
太
宰
治
『
惜
別　

医
学
徒

の
頃
の
魯
迅
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
20
）
は
、
刊
行
が
戦
後
に
ず
れ
こ
ん
だ
。

注

（
１
）		

尾
崎
秀
樹
「
大
東
亜
共
同
宣
言
と
二
つ
の
作
品
―
「
女
の
一
生
」
と
「
惜

別
」
―
」（『
旧
植
民
地
文
学
の
研
究
』
勁
草
書
房
、
昭
46
）、
59
頁
。

（
２
）		

積
極
的
に
大
東
亜
会
議
を
組
み
こ
ん
だ
一
例
と
し
て
、
川
村
湊
「「
惜
別
」
論

―
「
大
東
亜
の
親
和
」
の
幻
」（『
国
文
学
』
平
３
・
４
）。

（
３
）		

安
達
宏
昭
「
だ
い
と
う
あ
か
い
ぎ　

大
東
亜
会
議
」（
吉
田
裕
・
森
武
麿
・
伊

香
俊
哉
・
高
岡
裕
之
編
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
平
27
）、

370
頁
。
な
お
、
深
田
祐
介
『
大
東
亜
会
議
の
真
実　

亜
細
亜
の
解
放
と
独
立
を

目
指
し
て
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
平
23
）
に
は
、《
私
の
少
年
時
代
に
と
っ
て
も
、

昭
和
十
八
年
の
大
東
亜
会
議
と
い
う
の
は
、
異
様
に
華
や
か
で
、
誇
ら
し
げ
な

思
い
出
で
あ
る
》（
12
頁
）
と
い
う
一
節
が
読
ま
れ
る
。

（
４
）		

安
田
利
枝
「
大
東
亜
会
議
と
大
東
亜
共
同
宣
言
を
め
ぐ
っ
て
」（『
法
学
研
究
』

平
２
・
２
）、
370
頁
。

（
５
）		

注
（
４
）
に
同
じ
、
382
頁
。

（
６
）		

波
多
野
澄
雄
『
太
平
洋
戦
争
と
ア
ジ
ア
外
交
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
８
）、

185
頁
。

（
７
）		

拙
論
「
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
に
お
け
る
文
学
（
者
）
の
使
命
」（『
文
教
大
学

国
際
学
部
紀
要
』
平
31
・
７
）
参
照
。

（
８
）		

各
国
代
表
の
発
言
全
文
は
、『
大
東
亜
会
議
演
説
集
』（
大
東
亜
省
、
昭
18
）

参
照
。

（
９
）		

拙
論
「
第
二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
・
決
戦
会
議
―
太
平
洋
戦
争
末
期
の

文
学
者
」（『
神
奈
川
大
学
ア
ジ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
』
平
31
・
３
）
参
照
。

（
10
）		

注
（
１
）
に
同
じ
、
65
～
71
頁
。

（
ま
つ
も
と
か
つ
や　

神
奈
川
大
学
教
授
、
日
本
学
研
究
所
特
任
研
究
員
）


